
性的マイノリティとパートナーシップ宣誓制度

身
近
な
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

　
皆
さ
ん
は
、
自
分
の
性
別
や
性
の
あ
り

方
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

多
く
の
方
は
自
身
の
性
別
や
身
体
的
特
徴

に
違
和
感
を
感
じ
た
こ
と
が
な
く
、
恋
愛

の
対
象
は
異
性
で
あ
る
と
い
う
場
合
が
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
わ
り
の
方
に
対

し
て
も
、
多
く
の
方
は
相
手
の
性
別
を
自

然
に
判
別
し
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
し
か
し
、
中
に
は
、
戸
籍
上
の
性
別
に

違
和
感
が
あ
る
方
、
そ
の
性
別
で
あ
れ
ば

当
然
と
思
わ
れ
が
ち
な
恋
愛
対
象
に
違
和

感
が
あ
る
方
、
自
身
の
性
的
な
身
体
的
特

徴
に
違
和
感
が
あ
る
方
も
い
ま
す
。
そ
う

し
た
「
性
の
あ
り
方
」
が
少
数
派
（
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
）
で
あ
る
方
を
「
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
」
と
言
い
ま
す
。
近
年
よ
く
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
」
と

い
う
言
葉
も
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
総
称

の
１
つ
で
す
。

　
令
和
２
年
度
に
埼
玉
県
が
行
っ
た
「
埼

玉
県
多
様
性
を
尊
重
す
る
共
生
社
会
づ
く

り
に
関
す
る
調
査
」
で
は
、
回
答
者
の
う

ち
3.3
％
の
方
が
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
分

類
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
校
の
１

ク
ラ
ス
30
人
に
１
人
ほ
ど
の
割
合
で
す
。

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
」
の
言
葉
や

意
味
は
浸
透
し
て
も

　
近
年
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す
る
報
道
や

象
徴
的
な
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ラ
ッ
グ
な
ど
に

よ
り
浸
透
し
て
き
た
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
。

令
和
元
年
度
に
市
が
行
っ
た
「
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」
で
は
、

回
答
者
の
７
割
以
上
が
「
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
と
い
う
言
葉
と
意
味
を
知
っ
て
い

る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、
回

答
者
の
約
５
割
の
方
が
「
身
近
な
人
が
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
だ
っ
た
場
合
、
こ
れ
ま

で
と
変
わ
り
な
く
接
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　
言
葉
の
認
知
度
が
上
が
り
、
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
を
身
近
な
存
在
と
し
て
気
づ
い

て
い
る
も
の
の
、
多
様
な
性
の
あ
り
方
を

一
人
ひ
と
り
が
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て

受
け
止
め
ら
れ
る
ま
で
に
は
な
っ
て
い
な

い
よ
う
で
す
。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
理
解
者

「
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ（
ア
ラ
イ
）」

　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
が
信
頼
で

き
る
理
解
者
を
「
ア
ラ
イ
」
と
呼
び
ま

す
。
ア
ラ
イ
と
は
、
同
盟
や
味
方
を
意
味

す
る
英
語
「
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
（
ア
ラ
イ
）」
か

ら
引
用
さ
れ
た
言
葉
で
す
。
性
的
マ
イ
ノ
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リ
テ
ィ
の
方

の
生
き
づ
ら
さ
を
解
消

す
る
に
は
、
言
葉
を
知
る
こ
と
だ

け
で
な
く
、
理
解
し
て
ア
ラ
イ
に
な
る

こ
と
、
そ
し
て
ア
ラ
イ
を
増
や
す
こ
と

が
必
要
で
す
。
互
い
が
理
解
し
、
尊
重

す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
「
あ
り
の
ま
ま

の
自
分
」
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
人

ひ
と
り
が
多
様
な
性
へ
の
理
解
を
深
め
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
私
は
戸
籍
上
女
性
で
性
自
認
も
女
性

で
す
が
、
性
的
指
向
が
女
性
で
あ
る
た

め
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
的
に
は
今
は
レ
ズ
ビ

ア
ン
で
す
。「
今
は
」と
強
調
し
た
の
は
、

過
去
に
は
男
性
と
お
付
き
合
い
し
て
い

た
こ
と
も
あ
る
し
、
性
自
認
が
男
性
寄

り
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
。
よ

く
「
性
別
は
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
」
と
表

現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
私
の

よ
う
に
性
的
指
向
が
移
り
変
わ
っ
た
り
、

性
自
認
が
男
女
の
い
ず
れ
か
に
寄
っ
て

い
る
こ
と
も
珍
し
く
は
な
い
よ
う
で
す
。

　
幸
い
、
私
は
こ
れ
ま
で
自
分
の
個
性

を
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
て
く
れ
る
人
に

恵
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
に
共

通
し
て
言
え
る
の
は
、
１
人
の「
女
性
」

で
は
な
く
１
人
の「
人
間
」と
し
て
尊
重

し
、
接
し
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
接
す
る
と
き
は
、

あ
ま
り
考
え
す
ぎ
ず
に
「
こ
の
人
は
こ

う
な
ん
だ
」
と
あ
り
の
ま
ま
に
捉
え
、

個
性
と
し
て
尊
重
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
理
解
が
進

ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
言

葉
は
分
か
っ
て
も
生
き
づ
ら
さ
ま
で
完

全
に
理
解
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い
こ

と
で
す
。
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者

で
あ
る
私
も
、
例
え
ば
ゲ
イ
の
方
の
生

き
づ
ら
さ
を
想
像
で
き
て
い
る
か
と
言

わ
れ
る
と
、
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。
性

の
あ
り
方
と
同
様
に
、
生
き
づ
ら
さ
も

多
様
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
自
治
体
で
始
ま
っ
て
い

る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
に
は
、

結
婚
の
よ
う
な
法
的
効
力
が
な
く
、
も

う
一
歩
進
ん
だ
制
度
を
望
む
当
事
者
も

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
行
政
が
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
関
係
を
尊
重
し
、
生
き
や
す

い
社
会
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
て
く

れ
る
こ
と
は
と
て
も
あ
り
が
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。
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T
ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー
ransgender

 生まれた時に割り当てられた性別
と性自認が一致しない人

Q
ク エ ス チ ョ ニ ン グ
uestioning

�自身の性のあり方を決められない、
分からない、決めたくないなどの人

Q
ク ィ ア
ueer

規範的ではないとされる性のあり方
を包括的に表す言葉

L
レ ズ ビ ア ン
esbian
�性自認（右記参照）が女性
で女性を好きになる人

G
ゲ イ
ay

  性自認が男性で男性を好
きになる人

B
バイセクシュアル
isexual

 女性も男性も好きになる
ことがある人

■�多様な「性のあり方」
　一般的な「男性」「女性」以外にもさまざまな性のあり方があります。「LGBTQ」
も性のあり方を指す言葉で、性的マイノリティの総称の1つとして使われています。

性のあり方の主な構成
要素「S

ソ ジ

OGI」
「SOGI」はLGBTQに限らず、
すべての人に当てはまります。

性的指向
S
セ ク シ ュ ア ル

exual�O
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

rientation
恋愛感情や性的な関心がどの
性別に向いているか

性自認
G
ジ ェ ン ダ ー

ender�I
アイデンティティ

dentity
自分の性別をどう認識してい
るか

L

G

B

T

Q

性的マイノリティ当事者Ａさん「考えすぎず、ありのままを受け止めてほしい」



自
分
ら
し
く
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
、
多
様
性
を
認
め
合
い
な

が
ら
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
目
指
す
た
め
、
令
和
４

年
４
月
１
日
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
宣
誓
制
度
は
法
的
な
効
力
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

方
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
尊
重
し
、

自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

こ
と
を
市
が
応
援
す
る
も
の
で
す
。

富
士
見
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

宣誓した方は市営住宅申込みの
対象になりました
　詳しくは17ページをご覧ください。
問建築指導課 ☎049-252-7127

■ 宣誓の流れ
（1）宣誓日時の予約
　希望日の7日前までに人権・市民相談課
に電話、FAX、メール、直接予約をしてく
ださい。

（2）宣誓
　予約日に必要書類を持参し、必ず2人で
来庁してください。宣誓書などを市職員立
ち合いのもとで記入します。

（3）宣誓証明書・宣誓証明カードの交付
　宣誓の要件の確認後、パートナーシップ
宣誓証明書と宣誓証明カードを郵送または
窓口で交付します（おおむね1週間後）。

（※）転入の確認
（双方または一方が市に転入予定の場合）
　転入後、住民票の写しまたは住民票記載事
項証明書を提出してください。転入の確認後、
宣誓証明書・宣誓証明カードを交付します。

■ 富士見市パートナーシップ宣誓制度 概要

■ 宣誓できる方
・ 双方または一方が性的マイノリティであ

り、パートナーシップ関係にあること
・成年に達していること
・市内在住または転入予定であること
・ 配偶者やすでにパートナーシップ関係に

ある方がいないこと
・互いに近親者（※）でないこと
※ 直系血族（祖父母、父母、子、孫など）、

三親等内の傍系血族（兄弟姉妹、伯父伯
母、叔父叔母、甥

おい

姪
めい

）

■ 必要書類
・住民票の写しまたは住民票記載事項証明書
　▷ 「個人番号」「本籍」「世帯主との続柄」

の記載を省略したもの
・ 転入予定の住所が確認できる書類（転入

予定の方のみ）
　▷転出証明書、賃貸借契約書の写しなど
・婚姻していないことが確認できる書類
　▷戸籍抄本、独身証明書など
・本人確認書類
　▷ マイナンバーカード、運転免許証、パ

スポートなど

互いを人生のパートナーとし、日常の生活において協力し合うことを約束
した2人が、パートナーシップ関係であることを市に宣誓する制度です。

市は、宣誓した事実を証明する宣誓証明書と宣誓証明カードを交付します。

・ 本制度には、婚姻や相続、税の控除な
ど、法的な効力はありません。

・ 本制度は市独自の制度であり、国の法
律に基づいた制度である戸籍や住民票
には記載されません。

・ 宣誓証明書や宣誓証明カードの提示を
受けた方は、宣誓した方の同意なく本
人の性のあり方や本制度を利用したこ
とを口外しないでください。
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市が発行するパートナーシップ
宣誓証明カード
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富士見市男女共同参画社会確立協議会　会長 猪俣�由美子 さん

「宣誓制度が心のよりどころになれば」

■��性的マイノリティに����関する相談窓口

■�よりそいホットライン
☎0120-279-338（無料）
FAX0120-773-776
音声ガイダンスの後「4」で性別や同性
愛などの相談窓口につながります。
受付 24時間365日

■�埼玉県男女共同参画推進センター
（With�You�さいたま）
☎048-600-3800
受付 月～土曜午前10時～午後8時30分

（祝日、年末年始、第3木曜を除く）

■�埼玉県こころの電話
☎048-723-1447
受付 月～金曜午前9時～午後5時（祝日、
年末年始を除く）

■�セクシュアル・マイノリティ電話
法律相談（東京弁護士会）
☎03-3581-5515
受付 第2・4木曜午後5時～7時（祝日の
場合は翌金曜）

■�よい子の電話教育相談
【子ども用】☎#7300
　　　　　 ☎0120-86-3192

【保護者用】☎048-556-0874
受付いずれも24時間365日

【Eメール相談】soudan@spec.ed.jp
【FAX相談】0120-81-3192
受付午前9時～午後5時

�■�性の多様性を認め合うためのキーワード
【Coming Out（カミングアウト）】
自分が性的マイノリティであることを他者に打ち明けること。打
ち明けられた方は信頼の証と捉え、肯定的に受け止めましょう。

【Outing（アウティング）】
性的マイノリティであることを当事者の同意を得ずに他者に話
すこと。場合によっては当事者を深く傷つけ、命の危険にもつ
ながる行為です。アウティングは絶対にしないでください。

【Ally（アライ）】
LGBTQ を理解し、支援する人または支援したいと思う人。ア
ライが多い環境は当事者にとって自然に自分らしくいられる環
境です。

�■�理解促進のためにできること
・ 「ホモ」「オカマ」「レズ」「オネエ」などの言葉を使用せず、

からかわない
・性別に中立な言葉を用いる
　例）彼氏・彼女→パートナー・恋人
・性的指向や性自認に対してうわさ話をしない
・ 性別にとらわれた「男らしさ」「女らしさ」を押し付けない
・ 誤解や差別に遭遇したときは、見て見ぬ振りをせず声をあげる

�■�性的マイノリティの方の困りごと事例
　性的マイノリティの方は日常生活の中で次のようなさまざま
な困難があります。

パートナーが入院したが、家族と認められず、
面会や病状説明が受けられなかった

学校や職場でカミングアウトしたら、仲間外れ
やいじめ、ハラスメントにあった

�パートナーを家族と認められず、アパートやマ
ンションなどの賃貸借契約を断られた

　男女共同参画の推進に関する重要
事項について調査・検討、意見の答
申などを行う当協議会では、　第４

次富士見市男女共同参画プランの主要課題の1つである
「多様な性・多様な生き方を認める意識の醸成」を推進
するため、富士見市パートナーシップ宣誓制度の策定に
向けて議論を重ねました。一人ひとりの人権が尊重され、

誰もが個性と能力を発揮できるまちを念頭に検討を進め
た宣誓制度には、市民の方々のLGBTQに対する意識の
啓発とともに、当事者の方々が生活していくうえでの心
のよりどころになればとの願いが込められています。
　これからも市と連携し、性自認・性的指向にかかわら
ず、誰もが自分らしく生きられるまちとして歩みを進め
て行きたいと思います。
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